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合が可能となった。また，センサシートに Memoreg2を介在した状態の咬合力分布は Correct 
Quick Biteに比較し，センサシートのみの咬合力分布に近似していることが示唆された。






±0.45 mm2，オーバーラップ率は 75.2±14.1%，重心のずれは 0.25±0.10 mmであった。 
以上の結果から，歯列の形態，咬合接触，咬合力を統合した有限要素モデルの構築が高
精度に可能となった。従来，咬合接触や咬合力に関しては学問的・平均的咬合が有限要素
解析に用いられていたが，本手法を用いることで，患者固有の咬合状態を再現した応力解
析が可能となり，補綴治療の予後予測による長期使用に耐える歯科材料の選択や，補綴装
置設計の最適化に利用できる可能性が示唆された。 
 本論文は口腔健康科学ならびに関連歯科医学の発展に寄与するところが大きいと高く評
価される。よって審査委員会委員全員は，本論文が著者に博士（口腔健康科学）の学位を
授与するに十分な価値あるものと認めた。 
 
